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環境配慮事項とねらい
大阪工業大学梅田キャンパスOIT梅田タワー
市民開放型教育施設の環境統合計画による地球にやさしい都市型タワーキャンパス

建物概要
▪所在地：大阪市北区茶屋町	 ▪建築主：学校法人常翔学園

▪用　途：大学	 ▪設計者：服部・石本・安井設計監理共同企業体

▪敷地面積：4,650.41 ㎡	 ▪建築面積：2,416.21 ㎡

▪延べ面積：33,853.94 ㎡	 ▪構　　造：S造、一部 SRC 造

▪階　　数：地上 22 階／地下 2階

▪CASBEE 評価：Sランク／ BEE 値 4.1

▪重点評価：	CO2 削減 4.0 ／省エネ対策 5.0 ／みどり・ヒートアイランド対策 3.0

【立地、周辺環境】
大阪梅田の茶屋町地区に立地する関西エリアに初となる都市型タワーキャンパス

である。大阪市の地区計画に基づき、都市に回遊性をもたらす歩行者通路を形成し、

都市の緑地空間「常翔の杜」を整備して、梅田に新しいまちの風景をもたらした。

地下街から通路で接続し地下の回遊性にも寄与している。

【総合的なコンセプト】
大阪梅田の都心に、大阪工業大学梅田キャンパスが開学した。都心環境を活かし、

技術とデザインを融合した新しい学びによるイノベーション人材育成が行われる。

また、市民開放型で産官学民の連携を展開する教育施設である。

新キャンパスでは、都心型の高層タワーにおいて、空間構成と建築部材の性能確

保、および最先端の省エネルギー技術を用いることで、機械設備に依存しない自

然の太陽、風、地中熱利用で機能するパッシブデザインの可能性を示した。また、

地域防災を考慮したサスティナブル BLCP（事業生活継続計画）では、コージェネ

や太陽光発電等の日常的な発電利用を図ることで、災害時にも電源の確保を確実

に行う仕組みである。新キャンパスでの環境配慮の取組みにより省 CO2 効果は約

40％の削減を目指している。環境技術を教育の場において学生が自ら操作し体現

でき、次世代への先進的環境教育の普及と、都市の低炭素まちづくりに貢献する

事を意図している。

■エコロジカルスキン

・太陽集熱･自然通風対応ターミナルユニット

・多機能ダブルスキン連動カスケード制御

・超高断熱ガラスカーテンウォール

■熱源群の最小ＣＯ２運転制御
・地中熱利用対応水冷モジュールチラー

・アースチューブ利用

・最適化アルゴリズムに基づく運転制御

・マイクロコージェネレーションの排熱利用

■知的創造空間とモジュール空調
・放射冷暖房パネル

・床下インテリジェントＶＡＶ

・ヒートパイプ式ハイブリッド空調

■リアル・アピアランス照明制御
・明るさ感予測と補正による照明制御

・タスクアンドアンビエント照明

・天空照度によるブラインド制御

・センシング人感制御

■ゼロ・エネルギー制御
・ＺＥＳの計量計測監視

・省エネルギー信号制御

・スマート制御盤

■サスティナブル・ＢＬＣＰ

・マイクロコージェネレーション

・非常用発電連系太陽光発電ＰＣＳ

・ハイブリッド蓄電池システム

・ＢＬＣＰモード切替制御システム

・非常時自然外気導入システム

■見える化と情報発信灯

・エコモニターでエネルギー利用の

見える化

・需給予想システム

・環境予報と情報発信灯

■環境教育と都心型エコツアー

・最先端を「見て」「感じて」「学ぶ」こと

のできる体験型教育

・省ＣＯ２とひとの集まる梅田のまちを結

びつけるエコツアー

■外装材一体型太陽光発電パネル

・日射遮蔽庇一体型太陽光発電パネル

■立体的ヒートアイランド抑制

・常翔の杜は地域にも開放

・ヒートアイランド抑制効果のある 1 階・

6 階の緑地

・6階屋上は多種多様の樹木と温熱環境効

果を学ぶ「森の図書室」

常翔の杜 

超高断熱 

ガラス

北西面外観
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都心立地の超高層タワー型キャンパスである本計画では、建築計画と

環境設備の技術を統合的に計画し、環境配慮と防災を兼ね合わせた

様々な施策を行っている。


